
一＿竺旦L＿＿三三三三≡三≡＿　昭和4脾2月1日
　　年6月18日第3種郵便物認可

毎月　1回　1　日発行
ラ£個li　1　音ll　15Pヨ

印刷所田辺印刷株式会祉
」」rl市原町TEI」（2）1492・2566

三千曲会報≒
一…一∨一L…」『一｛一’ @　　一一一　　　　　一一・一　＿．．¶　　＿一　．＿＿＿、

＾‘ @　　・一　　一　　一・一一　　一・　・一一一一一一・　．一一、！　｝一　　　　　　一一…『一一‘一’『一『1－一一・一　　…一一一1　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　三

編集兼発行人　　　　ノ」・　林　尚　一

発　行　　所　　祉団法人　千rlll会

長野県」．田常了1了入信州火学繊維学部内

　　　　振替長野6243・東京43341
　H　川1｝」‘［日（2）1215（代表）（2）1218（口覧〕i口）

グラフト高分子の構造と物性

、　　“　　　　東京二｛二梁「た学宮坂啓象（学紡5）
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1議≧i離麟1：　瓢：A㌶≧㌻婁⊇濃灘⊇も
灘il懇編運鴛1；蕊藷籔撫璽欝1親ジ1
姻クフフト・翰端この分ハ聾iでぱ醐には蜘・附る　ビ・ル系の高分子をグラ・1・鮪させ醐合にセル。．。の
も竺ありますが・期楠イ∫醐・をわものは㈹のll蹴　・・端避く｛誹・椎蹴わダの低い領域での‡膜が，

に焔も竺あり已す：．。、　　　　　・…疏の繊グ・・臨など噸著な影鞭培
　ここでクラフト邑分＋の定義を述べてみましょう。グラフ　　　る。一力グラフト重合によるセルロースの二次構造の変化は

ト筒分子はAといっ高分子にBという高分子があたかも枝分　　非常に少い。影糟を与えることは自らが受ける変化が小さい

れしたように結合しているものを言います。グラフト（graft）　　ことであり，この二つは同じことを言っていることになりま

とは元来”枝”つぎ木の；意味であり，グラフト高分子の命名　　す。X線，赤外線などの構造化学的手段のほか，グラフト重

の懸些こに勧ます・このように言いますとイ・一ジは　飾の∬肋翻1醐などからこの繍を引き出すわけですが
簡Llに画けるわけですが，　AとBが同じか述うか，13がAの　　　さらにグラフト重合物の動力学的な検討の結果からこのグラ
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フト重合物中での各成分の凝集状態を推定しますと，各成分　　　し，ある‡1…度明らかにすることができま1、た・・叉グラフト高

の局所的な相分離はかなり進んでいると杉えられます。久グ　　分子の膨潤の理論式の誘導を試みこれを月1い℃この系でのP

ラフト重合によるセルロースの吸水｛4…の変化はセルロースの　　　VAの凝集状照の推定を行ゾIV：い’｝三した・父このグラフトit・1分

みに注lilすれば，低湿度域ではむしろilliくなっていると号ん　　子の転移点の解明に開〕！EしてpVAの120むCl｛f｝近の転移が，

られます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pVA結品の1鮒膨張係数の不連続点に対阯；すること有明ら力・

一方このよ：旗不均一プ：、：混合系であるグラフ1唖合物｛こ対　にすることができ烈た・

し，ヵ糸りの‘：渡，銅311に近いグラフト商分・子固休と呼び，　　以」丑く胴L悔概略だけ∫／ハ1｝け昂融んで山ヒが・私と1．・

るものがあります。これは前者の場合と戊1～たりグラフト煎合　　　」llてはある程1斐惹識t∵．常識11ξ1たことな最初艮ll］1｝きまし

時にAを固体状態でソll：くできるだけ分散した溶液状にしてグ　　　た。その理由ぱ本誌け↓をの性質．ヒデfスカ・バ』ヨンの場では

ラフト童合反応が均一にll：ぱるよ）にLて，さら1・副輪後の　61いど杉え畑方であり∵｝三す、

抽出を厳密にすればよいわけです。　（AもBも抽川する）二　　　］1£近私の仕事のτllか一〔ご多少興味が口ると考没b、｝い｝：す問題〆

のようにしてやりますと・グラフト高分子のみをとり11けこ　勺1・かせて頂き烹すと，親水性高猫、結品の水による変ヲ膨（

とができます。私が行いましたもう一加）倒敵・このよう　結品内で〃）水の吸狗の問題，ir紛嚇細、の応’1」に，1：制聯

なものについて・その凝集！1棚三や物膿撒衡㌧n．ゾラフト高分　の問1勘どがあります。1・膿1…の皆様の・1情・二のようτ1澗1、〇

二」二のもつこ：次構遣」二の特異性や，それと物性との非1｜関を検討　　　に旦ll味をお感じにヵ：る方がございましたら御教B・｝lll討議∧r

することであります。系はPVA－PVCの．1ミであります。　　　お願い｜’lll．ヒげますc，ノ：1：IV・；グラフ1’のイ1：事鳶しておりlliした

　PVAぱ商い儲品’kl…をも・つものでありま一1“が，この結晶’性　　　1二き｛（二1111窓’ヒ〃）ノ1、林様（東洋化！’y：KK）に．た変おllll砧に．／tl　i）

とPVclの枝の数やグラット尋く等のオ］1関なX線i・こよ・1．，て検討ト　　心から集；il］｝致1．ております，、　　　（筆』llW、仁『llσ’yl博噛｝1）

小麦の障害型冷害に1児する研究
長野県農1菜試》5t場　農学博士　戸　　　田　　　正　　　行

　この度長野県農∪、試溺》戊肋務，戸川正行技lll面繊農1回卒）　　］†が発表Lたづ二稔U↓票のあイ1，もの（撒吊：畷素欠二乏と思われ㍗

｝珊題の下に九州ノ（学偲繍徽授会に・｝・；いて・去る1別末め　いた」、、の）や1林各地にみ1㍉拒（冷：kmこ1｜ll♪，1った冷判肋1

でたく学位論文がパスされました。本研究は冬作物における　　　はこび）戸川説によって完全に説明で蕗；《，こ1：が明らかにゐ：’・

…珊気象1纏1を梛いその機構勧棚したもので学会にお　㍍論文は川’・にηく刷撤の防　鯛・酷伽）分野に1村獅P
いて注nをひいている。当試験場では新制学f立を受けられた　　　々の》」ミ曝ピ｛｛について〕追べ℃いる。．蹄章のμイトルは次のよう

訪1人者であり，長年に1ヨニる氏の努力と功績は既に斯界に∬｛《　　である。

め｝1コれていた・本論文↓よn本作物学会に発表しつつある‘¶小　　　第1滞二・1川ボ稔現な！に関一1・る研憤iり↓

麦の冷：・］・に1胴→訓1究”の期繊でのうち第7・｛・1はで杜　 第2rS鯉」・り、1｛こ発生した’1・姻く稔：∪撫噛！k楠11

ぷ・たものである・　　　　　　　　　　　　戊｝騨’イ郡胸緻の発～じ樹ll蹴シ撫澗）研究1剛
　ここにその概要をご紹介する次第である。　　（田中記）　　　　第41：本：1；稔現象の発1機構としびごの病虫説・微Ill：要i罫ミ説

　木県の上水内郡戸1；3地方では，ほとんど毎年小麦の稔りが　　　　　　糧生理説の倹ii・11

悪く’年によっては収穫皆無のこともあった。この奇妙な不　　　箔5章　ヰll稔現象と胚のうとの関係、．っいての｛多尉

稔現象の原因については従来は企く不明で，微』要索の欠乏　　　第6日　本軍稔現錬とイ£粉および弱とのll｝1係についての検討

兇などが説えられていたが，氏はこの発現機構を1956年以降　　　第71‘1童　本不稔i現象の発～｛三機構としての気匁説の検討

栄養｛1三埋学的，気象学酌，細胞学的，1／F物学的および害虫，　　第8｝：：本・i・稔現象の発4機構の康験的11］li明

微旦要素撃のあらゆる分野から攻究して，予想されていなか　　　幼9章　本不稔現象による被田ポの予日1｝1について　　　　　　司

った新事実を発見した。すなわち冬作物であり低温｝こは極め　　　第10詫；t　本η稔現象と他の研ノ光者にょって辮1告1きれた不稔現

て強いはずの小麦が，1：日穂時においては低漸t（0°C以上）に　　　　　　象との関係

よって荊の生迎機能が害さオ’L，ために花粉は栄獲障1｛を起し　　　第11；《　木不稔に．よる憤霧の軽減法

徐々に未熟花粉や退化花粉になる。従って胚のうは．正常であ　　　第12．｝ぎξ　隷・‘㍗’察および結6命

っても受粉受精は不完全となる。以上の．1｝柄は次のような新　　　「一’…　　　一『………“｝…‘｝』一…『一…’祠叩…………“　』』………’1……栢

棚紡えるものである・圏刎よ珊にあ紬1川または・F　i
代）に障縫，に対する抵抗力が弱まることが知られているが，　　　1　　為替の　ご用は　　　　　　　　　　　　　　1

6罐ヱ蹴灘1濃麟；；謡糟㌫川　 はやくてたしかな　1
この螂の醐機胴こついてみる～・，今まで稲や夏作物にみ　i　　　富士をご利用下さい　　i
られる多くの研究で明らかにされた冷，∪は花粉母細胞分裂期　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

ell穂10肺）に際い染色休の異常分裂やタペ叶細包の　…　袖会へのご送金は，当店宛の振融1冷　i

鷺賠、曇織撒蕊ζ漂三ξ瓢；・°座繊蹴ξ一網敵す　　：
芸蕊三ポ§篇縫欝濃鶯琴闘蔑㌫；　i　　　　上酬源町　　　　；

離醗麟鑑1繍鍵灘溺嚥i酬・⑲駈銀行典館1
地の実際の被；i程度によくあてはまることを明らかにした。　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　…

この試綱・1糊　ではじめてのもので疏．斑で他の耽　L．．　　　　　　　　1
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一・ ﾊ教養課程は絶対に手放してはならない
香　　山　　清　　和

　1用23日の刊1｜公総会剛冬て⊥小支公の轍動湘二。1㌧て　間の寮こ川を余1杣くさオ1るlhに∧る。：llかか’i「剛代に1
一般敦養課秒統令反ヌ・1次，，bが万場一致てTlj次さわ・これ恕り、　　川松木問の距1馴などllll題て八いとムったか現史け，川にはさ

行に移酬1繍11吻聞tそぷ一任肋：った・これ｝二よって酬　 」川‖と1でけり1京＼そ」くよ｝川間力・かかり，刺厄て旅
公のミ｛｛むべき力向は明郁に決定1ク、け弦を勘れたのてある，，　　　小仙をとり寸4、Illも川．kない。

そじ引2月12r【にけ日袋氏，汀ll川氏，9hlll氏，浅野氏と奴が　　　　迦’1yに不仙てあり然かも内客け充史1∧い教｛㌦徹台を沌ふ

相（ヨぷを、山れ折氾しく凸線が留㌔rだったのてli捌・）」＼に1又　必要か1・拠に，じ凶のだろ）か？

対決議文を午交し更に松木市人をハ∪問し協力を依如tた。父　　　　　　　　　　　　　　　O
lフ袋県1・1こけ12月県会に於一ごこの問題を提けで墨知’llに3’1問1　　　　イ、学部の充展と、日謝1はll川1独）’ノにある。γ好1を寸放したら

12月21「1には上川］ll議会に於て統合反対の請見ll｝が硫決さ加，　　それは∫1色望とWゐ。中巾化け↓＜野に』IU］かある代仙として多

反対勘撤一弘を1粋lllしたのてある。　　　　　　くの利益をfぽいる。り↓山t」Jlfに川がある働に損をし
　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。Ψに」＜野ll川†政冶都巾と1マ，松本lhは新蹄朱都巾

一樽激摘！／1・tの統伺IU蜘よイいグソはにい・で一応け取1　とし硫展1．つつある。こ』ぽ川ノ」・貯細く’恒よ一1噺t
け協］た洲剛｛な1棚；「帥llを4」1プCいるの』d11r・蹴展を1↓／f　イll”∫1・酬ll」カW・、・1、・れ川・1、・二JIにTB伽酬イll銑に調W2・佐

かったのてある・然るに一刊現斑、はこれ融llるやタllらずや　；L日．学枝1撤剛川恒と巨いる。その際に苧の中心と
加何なる舘図があっでか，これが僧決にみ’i極］ノLを7］、した。然　　　／ジるべ∴本Vlil；がその根（教イlrr糾1秤）を久〆ドτけその刀を摘

L如細ピこ学艮が強わせんとtても揃ll川二止U↓川来るものてけ　　　み取イ，」、うなイ，のてあゐ。

ないC　」∫」、の懸命の努力にも拘らず3h見の一・致を見るに至ら　　　　　　　　　　　　　　　　　（⊃

たか・二た。則ら統合賛成け［う、学部とれ学部て他の四学1‖；け反　　　　批Ill右’航介して↓，文部竹のヱ、うタ・ま足人ヴσ）角『↓肖にはノ1ら

対幻昧定てあった・それカ＜昨年後判姪り蜘丁”川；の定n　、㌦い。こ，｝1を鰍ノ！・1ソ，には桝¶1；を一・・所に統介しなをナれば

1妙と畑1与llilの［瓢L払充剛四過1洞”y組t統合夕械に胃，　ノcら∧：い。然レニ加t、1胸に小哺いある。こJtル淳バラ
切ったu学Lはこれを絶虹の機会とt二れとか1’・ませマ杭倉　　　になったイ，のを一人学とし／ご1∫に無叩があろ。一一県（人日200

問題を一・挙に強肴解決しようとした。　　　　　　　　　　　　　刀人以下）一た乎とし・うが，そうてない例け各数必り又鼓近

　今まてと迫い非常に緊迫した危laミな状態に宋入した訳vζ∴　　　折しく甲利独立したり独、原んしよりとしたいるものもある。丸

る・この哨に多少遅い感1ま必るがイlll訟が反対の3砧を則1　京と細｛川川独』’二さ島」・r臥をそ・し励・ったのもイ＜公

しκの11最も11質rを得た処置と云わねばゐらぬ。　　　　　　　乎てある。’h色のある大学は独、乞を認めると文部省は云って

　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　いるという∩1；∫｝或はそれに最も適介しているてはないか。学
　第二＾次大戦後学制己k革が有われイu州人学が，趣Lせんと11こ　　制改革当吋秋111鉱川・l」1門学bくとll、にその候補に」’ったと田1い

ll］いkい歴史と｛云統ある剖板は蝉Jl独立の猛〕艇動を行ったの　　　ているo

てある（この当時供は満洲にいたのて伝え聞いた話てある）　　　　　　　　　　　　　○
か，4う一渉という処て挫｛爪その1日色と日主運営を認める　　　一般教づ1壱を始め1～L5年やり｛司よ㌧1↓，門学朴のみをやる力

妥味て一般教養課程をも側設するとい）文部省の条11て伯州　　法にも11｝j題がある。専門学利と一般教」1しをある智肢混合して

大学に加ったのてある。そしてWにも珍しいタコ足大学の妬　　　やる事も必要てあろう。一般教尭と云っても政治や文科を辻、

州大弓’が誕坐したのである⑪その参加の条乎1であり既得旅て　　す茜と工業や農業を望む茜とては相当内容を裂1廻する必要か

ある数義課程をそう摘｝自こ手放せるものてはない。それを統　　　あろう。史に修士課背が設置され近さ将来，博土課程が設1㍑

合せよというのは日休無理というものて、りる。扱轟を放凍し　　　され」、うとする氷学部に一般敦義カミない’llぱ訓・常に不便てあ

た後，大学の将来を而じようとするような人辻は外堀を埋め　　ると思う。口的大学はいけないという人があるが法文系はい

られた人阪城て戦わんとするにノ｛LLい。酊力する物は施対に　　　さ如らず技術系，’日に教廿，次て医学，，L牛，批学，繊維学

手放してはならない。取られた丈て得る物は何もないという　　咋カミ多少その傾向があるのは己むを得ないてあろう。

粘果にならないと誰が保pllするか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥田が敦虫統合に参加しなければ致在部は！卜成」Ziこなると

　教仁を一個所に統合すると1ノヨ容が向トするという。若し現　　　Lてその山任を▲学部に帰せんと寸る向があると聞くカ§，戊＼

在の文理学部全体がその∫L事のみに曽念する（こんなコ掴よあ　　　りたくない処は除いて，統合して利益になり統合したい学11｛；

り得ない’llてある。）ならば或1よそうムえるかも知オ1ないが　　　丈で統合すればよいてはないか。統介によってUも1＜刊にな

（それでもなお僕は反対であるが）聞く処によれば今回の改　　　り不便になるのが本学部てある。氷学1‖；にとってけ百吉あっ

i組案て二学部を設置しようとしている。然らば一般教尭に｛よ　　て一利なしという訳てある。木学1｛llが抜けても統介の規模と

一人の敦官もよこせまい。否むしろ他から袖充を必要とする　　して〃として小〉い］1はない。もっと小さい処はいくしもある
位であろり。すると新しく1乍られる教セ部は文理学1‖；へ抜の　　　大きいばかりがよいのてはない。内容が充りこしている事が遠

わた粕だけの片乎間口司1になり現在よりも貧弱なものになろ　　要てある。他学部の利益のために本学部を犠牲にされてはた

っ。然う・も一般搬はややもすオtば品板と大学の川搬1⇒　 才らない。又尤劃1のよっに組に味とする力法と榔こ一ま
えられ易くよい教官は尻込Z・するであろう。とても誇り高ご　　とめにする力法とどららがよいかは夫々利吉得失があると思

敦儂1担部にはなれそうもない。　　　　　　　　　　　　　　　う。これば大学てはないのて少し遼っが工悲専門学校が設立

　救在統合は学止の通学を譜しく不便にする。4ケ左｝のツ4、　　さhたのも描似の欠点を認めた結果てはないのか。本学部は

生活を松ネと上田のニケ百てしなけれはならない。県外から　　縦根を充決する］1がその‘n徴を最も允押川来ると碓fl；してい

来た学生にはそれ程てはないが半数以上をrliめる県内出身学　　　る。

生に1漂しく不便てある・側儂Zlが多煽沙なか九、ぱ・期　　　　　　　　○



　　㈲．柘．150（昭苫向314「6月18日拍3種R郵便物認丁汀）千　曲　会　報　　 昭秘0年川11日

　大学の将来を論ずる場合にド1我を自llれて公平に考えるべき　　　合賛成の人々の記見を1川∴我々の～二芦．も述へに見七い、　刀諭

である〔］1は論を符たない。然し人間がノ1物てある以」完全に　　　川手を説f「凡．ようなどと．云うた’こ加た、，1’㌔図け日ゾド「い’L）：い1

自我を拾てられるだろうか？　先ず～k及ひ1川の允展を願　　　又λ］、見の一伎を∬［る小も期行τ・てけいない・，イ」1マ｛・語しr↑

うのは当然である。米囚と日木との刊益が川反する哨↓よ「レト　　　たぱお万いに得え）処が火い1こある～ろ］・伊日：’llをし］に1’1工

人である限り11小の利益に従うてあろう。然しそれ丈けL、か　　んている。

考え次いと云うのてはいけ汁い。同晒｝こた局的から川1想rrJ力　　　　侠1よ中川て艮術留川S・hク8年にト↓‘1か1’ノ川川1た呂1あ

1∴州大学否r体の人学の姿を考えるのが好れい形では／「か　る。従っ℃1リ　のll・d和畑川茂の・’rl・怜馴た、ての
ろうか。私心は）㌃〈公平に云っているとい）衣の陰から∫へ心　　　61｜果け人川〕二ぶ』者にけ／～こ山九か，たか中li・1人か1・1川lll以1に1｝1

の鎧がチラチラ見えるた見かよく見受けるの｝よlv，ノdい限り　　　近感4〆》［え中月、の偉た己いたいカノ日1‘！｛銘な’別1～こ、，ご・）い）

である・人にぱそれぞ」1σ）・」場バ励ク」1らずク」1らずに’2・の17　11，・1曳のjll・解て」、たいに役、’～！・H・．1〆いる，、，V／1∩（1・廊・ぺ、、

場の影閂を受けるものてある。父地図の1に祝を引いで決め　　　いの硫］」そθ）∫「｝り隻に役∪つ’hδ’川ll！川べいろf、

たようた現入を無視した」lll想論も・へ可てある。”∫ノ「のた見に　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つ　　　　　　　　　　　　　　　’

は私心の飢暢合が多いカミ副1を側日ソ・IIにウイllll、かあろ。　　阻加夕いらの訓↓脳1川たの・ぱ齢、1二・叫帰りが，㍗噌
自分を考え1｛ll姉こ思をゴ女し現状をlrl祝L然ろ1稔大局的θ）立場　　　ノ〉以てノ｜活が’尼6i二｝トず川々1月・ノ同招Illi公1、．「｝rψ’5弓：1∴い

から考え得た最大公約数が最も1氾∪1の姿ゴ｝1、／c、いろうか。何　　　ろ，

巾をするにも絶刈に∴1、いという力法はなく必ず欠，1、ζをf’十）｛）　　　仁の〔1分の則｛の1剛も旅に泊☆みい伐が・え｛CパらないIJ

のてある・’11の良袖跡川・る∫臓から］刷じ（然ξ，勧：冗　㌧の畑備1更kいどにノ胤・紅ノ1い・い・：，。パ剛ほ
すぺきてあり，又その当哨け可と思っCもlll川が経過十れば　　　［ハ晶マあノ，と思う。然1この原囚け伊θ）物好．～、｛fい8かr，、

否てあるかも如抱トい。他人の泊」↓を1川・に11∫1ク嵌の胎・仙　　kるも〃）と一い一・叫旅にll川部が幻いいいに｛，1、

いときめつけるのけ｝川て・陥・、賜を’航た州力・紹担　ろのあノ・川畑1いト川の川1・跳、㍑川i川・、飾
力ばそう云川身の考えが↓↓’1槌いに～・：・’〃川、姻しパ・。父　め・N、！1川｛」、，川1川lfこ川1れ。卜川・引山パ7㌦
門外挟の力かLり」「しいぢえ㌣あるlhさえ】、くある’llてあろ　　　同fピi’ひ，蜘泉前，川rl　l見朔U｜い1－・，ll7い1ソ中fl　lレ「い【｝例

　　　　　　　　　　　　　r）　　　　　　　　　　　　　　　　　　果川係がありllil枯一ζあっ／“！し・；’」＋ノ、1のり川，｝、

　1辱門学利と一般教」ピ’；二利いIL礎学川）の何れを‘n視一｜力か　　　・トんく川佑U川く〃B▽川ても川晶ll　llll日」　川、1・パλ

ごも問題がある。一般蜘’・か小允分“Cあ身1ば完f汁択ほノ1♪．　　り㍗あるがう泓sり’11’1時マカいから鵡」誤リが・1パぱ‘1川し

ず大きλL聞花は中ま力ない。とは云え孜jlp学利ば、シ・りかIP視　　　ない1叉’パぢ文献など〈、1飽く㌦仏IJ．と1，‘念マ日いた、の℃

しては1服かり人情っ〉⊂花ぱ咲砿い引よ…1制吠学　あろから妥恒い・ものがあ・，パ伽撫・パ・へ・、糊㍑
と地力入学とはどん九：に努力しても同じよらにぱならみい。　　　1」，1を日ずる・hがあゾrlそ｝‡｛㌃僕の～IL任マ、1；ピ　ーlllピ・・こり∫

これぱ愉r阻ものでぷ・・胴大’判洞じよ・ノ凶を㍗・　kに川バfl州係・（叔、・1閨いい川川ゴld・、，

いたらアプハ柳礼ず｛訪る’cあろパ1相」人学は」繊判｜　　　　　　　　o
の嫡遅軸門判にカさて1絶硫］iけ・晶てある。］蝋　　猴やT曲£・吋」轍、・，鼎・1・‘ノ1諏、1、・小，㌦〕い．1、、、

した一搬撚6鼎掴’つ輪この1蝋於ても・脚・馴、紺　・の　1」姐1ノ｛い㌃醐観｜11κい、伽Wパげ1．い：原
つと磁屯している・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；」rl山に出よえ，、フ：場か100％刊｝川　ζ｝ハk及し川戸fl　lの下

　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　曲£同志と丁を毘☆日的1’い↓ドlrllパL故1い日’川・tiJレ。
　一般に若い人辻は変化・現状打破を白く：。6L’・て現状‖旧］　　i／1力てあ・（、。僕け既にfl齢60か越版lll∫心も慌｜い’llげ　∧，・こ

を主張寸呼る者は頑迷固伽とllさ］U攻11‘こ派は新遣気餅と見な己　　　L延ば1’ようがない、，世め’川バカ．い’の1｝｛1堺・〕’，’・：1｝い枯行

h・統合反対派は前者，統合派は後者と考えられ易い。ぷも　　　反klに余ノ1を賂llたい1煽，てあろr、

頑迷固帆と見られたくないのて統合反対派ぱ沈黙し統合賛成　　　然｜この了泊ヒー部の人がどんκに借り1・：レ．IJ　1’L　∴臼

物・助み尽澗え締賀1戎…搭緋常に多くあるよう副　、1陶・刊1会n5000醐の1川と川か、ト，川，な洞・司’1、
ら杣肪てあろ・俣｝願1都］ll旺云川して噛て息1こ介さか　ど｝一る。徹のこ協肋リバー翻け川」二伽晶，
いがそれても他の語、見に決して］rを貸さない訳て｛よ∫，Cい。統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

・　　　　　　　　財団法人上田繊維科振興会研究助成金交付希望者募集
べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

1舩5刷年疏ぱとして発凪削11蹴附∫｛壮、叱こ（4，1胱1城畜・は51日、れ力1㍑η

1以下振興会という）は振興会寄川行為第4条第1項に｝・Lいて　　5，研究の助成を］けた1、の1ご助1λ冷の久ILいしい　　ド，」
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

卯究助成蝕傭螂鰍の要領て剃・する・　　　ul婦）uし6川工泊ぼ酬1梛果林ζこ刷｝日L．け｝

　　い応募ぷ川10「｜まて固［・興会」川桧あ〉㌦助1齢交川訟らない，，　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト，伺申請llτに研究課1題，　n的，、」画概要，釧イ充経賞を，IU軌して　　6，研’ムe助成の成ヌミ側男1け1則∴ぽい三公戊㍗；㍉、　　　1

（提出しなければならτrい。　　　　　　　　　　　　　　　　7，申、1！1∫様λぱ小ζこ、、与（申い1き，ゐはばLil　l㌻，　己に』　列

、2，麟ぷ1臥よた醐1司那eとL㍑イ出の1課劉　川州の1・はれポ沁か｛、，Dwぱ，

ピこいるものとする・　　　　　　　　　脚…即・1川
：　3，研究助成金交仙九定ぱ胡究助成委1口こに｝、いて運定す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

／．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人上田繊維科学振興会理事長　柳沢延房
i夕｝°
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　　　　　　　　　上川市も信大一般教養課程松本統合に反対

畷鞘ぎ1㌶三裟継繋瓢認辮‡認織㌶悪禦！i物酬程
こ㌫蒜ll弊、｛i獄瓢灘耀謬1：饗　昭…39年12・21・・
部大臣，信：焙恨，繊維学lil浪にそれぞれ文，ll、を提川し，♪　　　　　　　　　　　　上田市議会議長　石井　　泉

　　　信州大学繊維学部の教養課程引上げ反対　　　　　　　　　　　　　（提出議員　萩原正治・田口玲・清水清）

螂蕊驚常、二獅政に蹴麺禁林㍑｛欝瀦耀嬬　1《㌘讐｝辮｝
だき感訓こたえません。・灼よこのたび本］1∫に設il　lさ〕し　鋤：4瑠め励、　II：うと1．たが，人ll3〔｝0万以一ドの↓胎，－1・11、

ております信州大学繊維dん部の教養課程をぴδ！），現信　　一大！’；∫：に寸㎏る，といご］GHQの強い1泓iのため遂にい；｝ばれ

州大学の一般教養課縄な教育学部の定川成少‘と文理学　　　ず学部とL・て信たに万力川，たが’その折の硫事録ll］に　ω一た

部の改組を解決する乎段として松本ll了に統介す》5とい　　学設附養n会のノく1・」に対する作中1こは「実情に応じ・一般教

li羅灘藷撚欝i騰諜蕪襟；i灘ll講灘1

鰍醐題であ燥す・　　　　．　　（i　撫一般継杜111に蝋・と編め一｜洲厭いよいよ
　ここに別紙昭和24年5／117日衆議院文部委員会・同　　これな発揮する．い陽力する」と記1されている。これ墳∫歴史

月19日衆議院本会ii茂の議事録抜粋を付し，地方自治法　　的Jl：実という。　　　　　　　（田日玲）

「信州大学の一一・．般教養課程を松本地区一一・ヵ所に

統合する計画案」に対する千曲会の反対決議

現磁洲大］’・で臨松λぺ・艮野および上田に瓢・てあ考：・　　僻儲1｛が松未に川張，剥’挟不在のため杉川」溺局蜘訓
「一般教養課程を松本juユ区一・力丁胞こ統合」し・kうとする計画　　　会沈；渡文を捉川した。っついて松木市長その他の1｝！］係者へも

カミ磁ミ弓1｜こ〕佐殴）られ，いζし、る　（木誌香山氏論説参照）　カミ，　ll乍‘火11　　　　巾し入JLなし，た二b

㌶；懸灘篶灘；1織i＿＿㌧養課程璽松本地＿に統
は「この計画が実施さオ偽と，著しく上田の大学の牛絶が4ミ　　合する計画が進められているが，これは∫］校にとって

われるし，新しい学科の憎設や，大学院の設置をみたばかり　　は，従来の歴史的事実を無視づ“るものであり，繊維産

の，大改新の途上にある闇交にとってまことに容認しがたい　　業教育の面において，また母校の将来にとり著しく不
重大な問題で，上口：1から一般教養を弓Lkげ1られることは絶対　　　利を招くことになるので絶対に反対で’ある。

に反対であるとし・千曲会総会の名において下記のよう加決　　　以上｝央議する。

蓮纏≧麟綴叢慧惣R｛繊餐罐慧　昭和39年川…
右術11｜］，和田晋ぴ菖川佳夫，番ll情和，浅野清志の各氏同窓　　　　　　　　　　社団法人千曲会総会　1

¶’一『「一 @　　　　　［・一『「・．・　　　　r・『’　　　　　　　　　　一　　　　　　．　　　1．．　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　‘’　　　　　　　　　　』　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　特許・ヲ、用新案・意匠・商標　　　　　　i　　　　海外に飛躍する　　　　　　　・　ト

　　　　　　　　　lll願・訴訟・鑑定　　　　　　　　　　　　［

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　浜特許事務所1北野建設株式会酬
　　　　　　　　　　眺都芝新舶の、。　｛　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　些第一ビル四階　i　取締役脹北野次登　1
　　　　　　　　　　日〔　元」〔　（591）　0764．0765　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　弁理士浜　香三　　　　　蜘肺県町524　　　1
　　　　　　　　　　㌶㌫急剴　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　「　　　　　　．「1　　　　　内　　　　　　．　1



（6）触．150（昭細1年6月18日鏑3種郵便物認可）　千　　曲　　会　　報　　　　昭秘0年甥順

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ1　　　　　　　日本学術会議第7期会員の選挙について　　　　　　　｛
タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　目オ、学術会，∫旧第刊1会／l叫勝が今年1帽に佃・オ偽こ　（2）川1臥学，いくけ品’州｜ll’ぴ一1川判父’1’桝、

；を詰求し，百盛録をしていたたけば，錦2次資1各審杏に．」、一・で　　2．　川究論文㌢たけ．乳イIll相｛1】　　　　　　　　　　　　　　　｛

｝有資格者となることが川水ますのて，↓Lたお二「数でも是非至　　州究品文，』ミ頑脳㌦（口頭允ノ＜σ）場ぐ「陥し，右の映廿か川ノ

、急手続さをおとり下さるようにオ鞠｛いいプこ1｝す。　　　　　　刷にな「一rい才川凸クr格があり1ゴ1パ）　　　　　　　　　　，

！　　　　　　記　　　　　　　また，次酬は，その1醐］11徹」た（ぱ、1・叩；㌧の獄州：
；蹴川ヵ一ドの∬腺」醐り馴胎束囚．舩園　　　ケィrを越えでし・てもλセ・かえムい吐i二／∫覗いト’1・、
1　　　　　　　　　　　　　　「レト学術会11畑ll火選挙伯川£　　　（D　D』公私、kノ＼学（知∫＼4．含ll）に」ψ務する｝1｝ll舳以．Lの批l

i　登録ヵ一ド♀16切期ll　　昭和40年3月31日　　　　　　　　職にある者　（2）省ll［各　（13）ld公私）’！｛り『究所’‘1＞の｛りU巳機川：

！次に，ll蹴・ぱ詞た一帥会』ゆ力て“刷1…1嫡す錫台　に研ラ川とし剛捌てい抽ω1杜の’州袖川
　iこは，」にけ己t己小」貞iこ戊1いついて，お二下赦ても三至危｛ぴ録川り」　　　　1か・るぺき”1ら会に川“すイ5呂　　　　　　　　　　　　　　　　／

iぷ慧欝ほ引」綿とぽいぽたい、，i；漂言激舗［慧㍑；㌫灘蕊6｝1㌧
iII締の資格について別1卿別、　　　　　ポこの力はお忘れなく調31阻w（、に必別川イ・：おIlllパ
、　　1ψ　学］恨寸∫二｛ヒ酬’撒巳1｛管　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トさい」、いて『。提川をオぴ」1いいたL・」＞1〈・　　　　　　　　　　｝

，　　（1）新制た学（知人’r’除く）牙んぱln制戊＼学／｝’尤2イ｜以　　不明の八べ・疑開の、二とは，一「曲たイ・部・‘jl肪川ボ「；問いイ↑，

i　　ヒの呂　　　　　　　　　　　　せ1心いド「」、りに杣り1いいた1］、す，、　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　　　　　同京都2川馴1，蕊、、野正雄藩螢勲li燃、：簿淵篇i｛1

　ノ＼問のζL涯にぱ妙なことがあるものである。　　　　　　　　　松戊1｝占二らの力々が完列これたことけ叩・1－｝ても片い，、

池触吾伽9）舗坂収（糸18）が私の廻1／Lて妬と　，加紗臓一1・・るがlll仰｜2刷」：の脚の川B硫1ヒ刷1の
・世ぱ何を1眺ごと創・う『かと仰せら拒’刑カミあろう眺・　妙心1、にプ（W院のr燃の丁て1勿故け、1覗㍉問係173r曲

ても何ても／・’い・本当のことてある。　　　　　　　のためにノdl1」地1紛応1ノ，レξの聞1‖｛llぴをい・飢あ’加が

、甜少い！fくなるが・終ll耀硝・川∫1に｛ヒ舶烈の胸1　頒｛柔81191聞Ulいぽ1・L）・ら蹴，蹴パ酬！，00か
研修儀関として大同学院というのがあっL・池内真「5，上派　　　名がぢ見，終帆？0年の川，1り、1、新にその慰吉㌃を行パん。

之fい宮坂収の3君と其に払けその学生として猛烈に勉強を　　当日の際文は胃狽にこ川占ベザいるQ
したことかあ一1た。同期ノヒとV・うのはそっいっ囚絃てあξ’・、　　　凧し巳賠さ辺境僻【9kの地に担身lPけi｛に殉聴1ノこもの的りn

イ訓な去・て30｛rに岨・制揃れたのて・知】1の】二　或田醐崎｝甲ヒ轍務に川ゆ先1似い1剛巾Cl召い、
なるのてあるが・いばかの囚繍肋し相、’てみよ娃見1　・賜嚇と江た同，1：⑭からす以終1剛，1ω∫f撤の
）°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一狗1に戦牝殉］1永句とけ7、二lnj氾あト㌔　ソ．也，中八に抑｛1「｛ご

⊥兼踏分脚「蜘・脚の笛てあるから私の∫融没侃　　れ一梛1ヒのゲ迎こ猫とけ・・シくの友あり、川目地タヒ桃

と脈・彼坤棉を1酋仙めてぷ別賠しち以ト蹴　　を伝田⇔つ絢1死亡WIこれ刷，ともある。力順内
人てあ馳内と鰍のこと繊”て竺い・　　　　地に引拐げ第2の人生訓細L1・i登小にげ1融訓
。㍑馴瓢i；瓢lll罐㌶蹴篇、、蕊㌶㌫㍍地ガ、、綱、てい伽あろ
轍・た・そのすくλ・惜識些ぞ験・川燃心悶｛にもu搬　　」の慰話、にその世，，杁の一入とし飾撒人・・ご〕鰍

されたいゆた赫人剛’悶1から暇されたのてあった・　に案内状碗ぼ当⑭参列を乞・副株に御き柄池
誌糖い賠の猫1・鵠iく・酬きれ・踵酬吏賠して今　1・抹亡人げJ、ロ賠状醐．恒矧㌧却たが　似の遺掛イ｛

も油燃と跡ている↑㌃である・．　　　　醐忙のと・うわさわ訓！小、・・ら捌油たら
　戦がはけしくなるにつれ・イL渦在鼻！阿1人け次々と召されて　　　大同1也1ikは‘各北化園妙心1慈よ院の梅樹のもとにあぺr，

嶋に赴いた・1題・1・馳内もその例外て懸力’・主・池内　。。に池内，卿の儒が，融に眠ってい・、．と…1脚のノ・
かいつどこてどういう風にli或つたかは愁は如↓Pないか終叫と　　々は折あら↓了足」い二こを1、加1て）切ζ一こあ一，た故人聖偲ひ℃の

R【1濃篇篇窪㌶霊禦鐙認，畿‡㍑鑓旨誌　多響魏1罐㍑』㌶‡認『㌫酬、松、｝」高賦り

て瓢鴇』㌶㌶諜；；㌶㌶獣・㌫；㍑㍊ヒ鷲罐三≒㍑1㌫
編鑓乱漂㍑：霊器㌣㍊1；ご慧㌫蕊藍　　募㍑㍑蠕壌題1㌶縫；縁㍑三ぽ：li｛留t

鶴霧㍑三嘉L幕憲舗そε鷲：蒜擁憩　　㌶陛蒜鑑と｝嵩認㍑ξ、流麗賠ll晒ア
と㌃く夜と左ドく横行している只回の⊥地て・十分1こ医療が’ス　　　　郎先£L，児ユ∬7↓、君を狽して故人のことにつ∴，或1よ把力）．

けられないままに悲しくも逝去したのてある。　　　　　　　　　　のこ消息につご．LlタJlら世を損く～、・と梼別の」）丁玖を煩し5二

：顎の学問や人椥こついて｝にこに；1しく述へる必要はな　　のて感謝の洲・て1日・己いξi㍑～こいヒ∪・・
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　　　支会だより　　慧曇繍蒜濡㌫1漂欝蕊擬欝ξ：議2戊錨蕊裟誕；遼

、、蕊1う撒鴇瓢剛、議熱S讐議欝ll蕊：難蕊欝撒翼㌶
∴1刷皮会総会が3年』醐酬催され場，」，酬醐（靴D明成イヒ学ll策1（麟n．糊t，1緋の現状論酬　命乙駁
！〔≦・澱って以来酬大沈・：会とかた・K，1川・1判・（・靴4）帝人KK、1ヒ1鱈浬↓ぷく16ゴ［洞の茎・｛性活〃）悪態に花

燗ll撤銀の挨拶源11惣一川〔l　l・：；】・」lr，．L聯蹴（棚6）イ献編鮮1働が・リミき，1！｜伽，今さらあたためるの繊

已…：り事務報｛14があ1），本部・ぱ理1は　奉1幾］：学科）　　　　　　（．1コiの　　lllぴ｝：の態。帰するところワイフ論かじ1・

㍑㌶紀當懸‡i灘　熊本支会だより　耀i鵬灘嶽澱7；了

難麓騨i：漁：i｝ll鑓鍔1礁ギi：1顯撫難

　！li暗者目二工藤五男（・蚕36）松文産；業K　すものとして午曲会のオcかでもユニーク　　木会向上発展のため多大のご協力を感

1じ，，頗剛夫（糸21）福非県県農業1窃同組　　の存在であると同ll！fに白負の芯を抱くも　Ii射いたします。

！r中央会営農部長，西原義登（糸24）福　　の“（ごあゐ。　　　　　　　　　　　　　　　　久保llUE樹（蚕3回・．1瓜小支会）

川1狼販売購買農協連印刷工場長，原n　　さて，集った而々は16回連続1即li招（　　川口定次郎（蚕12回・」二小支会）
惣・郎（糸25）福井店～南越事務所産業観光　皆勤賞）の千曲社沼田Ul張所艮湯∬理三　　二L藤　見吉（狛個・愛媛支会）

rln廷，若林久（学糸10）神栄61．糸KK，大　君，同じく千llli社」¶］lli張1り「長高木精一　　酌」｜llf和（紡3回・上小支会）

惰富次郎（紡7）東i』ドサイジングKIく監　君・坂城高核教諭長谷川1込一君・長野蚕

　　　　　　　　　　　　　　　　会費を」納めて下さい
　宝曇活動が円滑活※に出来ま）｝“よう会戯を納めて下さい。　　　　3．　振替用紙を利用して下さい。

　ミ費は次の方法で納めて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　4．　昭和25年にさかのぼって未納金を納入する：フ∫は分納で

　］、　なるべく支会を通じて納フ、し，て下さい。この場合会費　　　硫．澗です。なおさきの定期総会で昭和相｝三度分から（40隼

の5澗は支会に交付します。　　　　　　　　　　　　　　　4月）年額会費は500円になりましたからご了承下さい。
　2．　支会より遠隔，連絡のない場合はil．〔接本会に納めて下　　　　5．　会費通算40回納入会員は会望llは免除されます。この場

’い〔　　　　　　　　　　　　　　　　fT曲会報に芳名は掲　飛します。

ほ霊認聯階じi：一瓢劉謝］制郡i：：i汁当
㍍年．卵・ P2羅1i・2…133年｜34凶35年i36・・巴・．38・・⊥39・川・・年．i．41斑
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　　　　　　　　　　　　　　会　　　員　　　動　　　静

獅名簿頁　　会員名　　学科名　支会名　　　　勤　務　　先　　　　　　　　住　　　所
　33　　洲日義火　　蚕　8　愛　知　　鋤棚機KK（岡崎｜1∫矢f乍川「）
　34　　天野　末治　　強　9　　愛　知　　介「ヨ：（岡llrli市fJ　1賀町南刎1中50電2109　岡ill制l　Gハ｝｝1り1・）区｜ノ」ll【i阿知和lll｜’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔と．，　124
　34　　二．木猪一　　蚕　8　安筑　長llf県東筑摩1胴当！附浅川176　　　「
　37　池II1τEヲ1ぷ　蚕、11　北海道　勤lll∫のとお｛）　　　　　　　↓・Llll肺ソ訓／・［1地28．12

　61　　菊地六郎　　ぷ　27　1U　II　］ll提製糸KK津山五、何製造所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山川』1【：ll｜｜1∫：二’　1920）

　62　　森木　　彰　寮2ア　安筑　提林ψ匝糸試験JI｝中部支1勿拍ミ研：化長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本市四ソ谷）
　65　　大久保孝・一一　蚕29　友筑　　セコニック精機KK常務1｜轍il役ユ：1別i　塩尻ll汰字』ノく川字原1γ24　41※1ほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∫tlUノ己Tl∫ソ（’i・：大ノ」、」登｜45）　　　　　　　　　　　　　　　∬官lli∫・ヒ；～二工　・ソ　〃｛｛1㌧ヒ三

　86　　小林俊徳　　学：蛋1　埼三1ミ　　（ll、01i欠11∴I」）埼ヨミ［1｝1本1［IT川」ll’γ：1元　　埼三1ミ墨．1』t村‡寸’”lli‘・t：

　92　　栗林茂治　　物ll　5　群上！）　前のとオδり　　　　　　　　　　　前も1柿南稲田la　11市’1ζ住宅Pの川
　92　　鈴木　　昭　　1掘’5　凍刀・：　11｝llll難KI（］固幻｜ll（束5・：都中火区　　i災卿llUゴ1肺』ド川川∫27D4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11ン1、イ『毒〔ヨ三田∫3／3：）

　’96　　小泉勝夫　！こ搬7　ネ【11奈川　Il膝川リト1ユ梛試験場（神．」・i川県高座ハ1；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　況老名町中伽［D
　｝06　　灘場袈裟雄　川　2　北信　長野県庁ll政部股政部二1三任
　107　　清水伝：　∫lt｜2　北信　　長野II1庁，1二木部河川課1…任
　108　　深井　［聯i　膿　2　，1ヒ　い　・長野県庁ll己政部川政∬lll構造己鰭；副二聞’

　112　　斎藤　挫　　農　4　北1‘’1　長野県庁商．1：lil；振興ll果倹査上1・ll：

　］48　　赤尾　文顕　　糸24　111陽　　広島県地方’労働委日会
　149　　11ゴ川　力　糸24　！1（京　li’相忠KKI瞳｜且糸δ1襲糸課長（り〔京茜1；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央区京橋3の211・白会館）
　166　　た原不．∴人　　糸35　］足ll（｛　」、野県屋代｜1’〆閤校（1E埴1ifh；：代）　　更1　’［1仙｛：fk｛llll町｝［11：llill｝ナ

　201　　筏山　茂樹　紡　17　熊本　　1｛躰女子高等学校
　205　　虫朋聡夫　紡20　川陽　ll6川liぱ汎験捌1己島繊納旨潮〔長（児島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11∫wド：と旧｜矛｜りト日11597）

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

カノ箏務τ帯一力z柔

フトな肌ざわりに糊のまカい

たシャープな切れ味を添え

高原シャツ
砂日本工業規格表示許可工場

高原シャツ株式会祇
l

l　　　　更埴市屋代

編集室より
　昨秋聞催の本ノミ総公の決識の処」1隅∫巡・、てi†1：川；占’和川」1：

か珊繊一般撚li　の齢刷蝋脚・角襯純，紀川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘もやしていたものがはつ（iぎり1款無｛’たの最回1ili議機li，1｜の

会合においては長い期間の研’賞iて母波『：部の巡むノ」向は沢1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コしてい’、」と思㌔学園描1昆い（郁蹴迎1蝋信地区に所1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア在す制洲嚢は大地に松を’り1ってvl’：派な大学とし℃その狩色｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘を発揮して時代の歩みに先燃して大｛｝設償の」賄！1こに答えら

れるよう大いなる発展を念1頼寸るものであるo　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I編集委n・」淋尚つ竹【ll寛，石川博一ちと瀬11；川

　　　　松沢秀“二小笠原真～タこ，武ll澗㍉篠原1ノ」江

　　　　金ル　清，白井要範

辮露齢，

　　　　竃湯レ郵

長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
　　　　　　TEL塩田650
　　　社長増　島　芳　美


